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今
自
民
党
を
は
じ
め
と

す
る
勢
力
は
憲
法
を
変
え

や
す
く
す
る
た
め
、
憲
法

96
条
を
改
定
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
憲
法
96
条
で

は
「
衆
参
両
院
の
３
分
の

２
以
上
の
賛
成
で
国
会
が

発
議
し
…
」
と
定
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
過
半
数
の

賛
成
で
出
来
る
よ
う
に
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

渡
辺
ゆ
り
子
県
議
は
６

月
24
日
の
予
算
特
別
委
員

会
で
、
憲
法
96
条
改
正
に

つ
い
て
吉
村
美
栄
子
知
事

の
考
え
を
問
い
ま
し
た
。

吉
村
知
事
は
「
先
進
国

で
も
改
正
の
ハ
ー
ド
ル
が

大
変
高
く
な
っ
て
い
る
。

法
制
度
の
根
幹
で
あ
る
憲

法
の
重
要
性
を
考
え
る
と
、

改
正
の
ハ
ー
ド
ル
を
低
く

す
る
こ
と
は
い
か
が
な
も

の
か
と
考
え
て
い
る
」
と

改
正
の
動
き
に
つ
い
て
懸

念
を
示
し
ま
し
た
。

県
議
会
６
月
定
例
会
が
７
月
３
日
ま
で
開

催
さ
れ
、
８
月
臨
時
議
会
が
８
月
26
日
に
開

か
れ
ま
し
た
。

渡
辺
ゆ
り
子
県
議
は
、
６
月
24
日
、
予
算

特
別
委
員
会
で
「
知
事
の
憲
法
96
条
に
つ
い

て
の
所
見
」
「
生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
」

「
東
京
電
力
に
対
す
る
損
害
賠
償
」
な
ど
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

ま
た
、
渡
辺
県
議
は
７
月
の
記
録
的
豪
雨

に
よ
る
県
内
各
地
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

予算委員会で議論する渡辺県議（6月24日)

国
の
方
針
で
８
月
か
ら
生
活

保
護
の
基
準
が
引
き
下
げ
ら
れ

ま
し
た
。
例
え
ば
３
年
間
で
山

形
市
の
３
人
家
族
の
場
合
、
概

算
で
月
14
万
６
千
円
か
ら
１
万

５
千
円
の
減
額
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
が
多
く
子
育
て
世
代
ほ

ど
影
響
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
当
事
者
か
ら
も
批
判
の
声

が
あ
が
っ
て
い
ま
す
（
右
参
照
）

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
反
す

る
内
容
で
す
。

他
制
度
に
波
及

国
が
「お
願
い
」の
文
書
を
だ
す

引
き
下
げ
の
影
響
は
受
給
者

だ
け
で
な
く
、
他
制
度
に
も
及

び
ま
す
。
介
護
保
険
料
や
保
育

所
保
育
料
、
国
民
年
金
保
険
料

の
免
除
要
件
な
ど
低
所
得
者
層

の
減
免
基
準
に
連
動
し
ま
す
。

国
は
地
方
自
治
体
に
「
影
響

が
あ
る
の
で
及
ば
な
い
よ
う
に
」

と
の
「
お
願
い
」
の
文
書
を
出

し
ま
し
た
。

渡
辺
県
議
が
指
摘

県
が
独
自
調
査

渡
辺
県
議
は
６
月
24
日
の
予

算
特
別
委
員
会
で
、
県
独
自
制

度
に
影
響
す
る
制
度
は
あ
る
の

か
と
の
問
い
に
、
県
は
「
検
討

し
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

８
月
５
日
、
県
は
独
自
調
査

結
果
を
公
表
し
ま
し
た
。
県
民

か
ら
徴
収
す
る
公
私
立
高
校･

大

学
授
業
料
減
免
な
ど
約
８
０
０

制
度
に
つ
い
て
調
査
検
討
し
た

も
の
で
す
。

今
年
度
は
影
響
が
及
ば
な
い

と
し
つ
つ
も
、
来
年
度
は
国
の

動
向
い
か
ん
で
影
響
が
で
る
可

能
性
が
あ
る
な
ど
予
断
は
許
せ

ま
せ
ん
。
国
は
基
準
切
下
げ
は

撤
回
す
べ
き
で
す
。

渡
辺
ゆ
り
子
は
こ
う
考
え

ま
す96

条
の
改
正
は
、
ゲ
ー

ム
の
当
事
者
が
ル
ー
ル
を

変
え
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

現
行
の
「
平
和
主
義
」

「
主
権
在
民
」
「
基
本
的

人
権
尊
重
」
は
守
る
べ
き

で
あ
り
、
日
本
を
再
び
戦

争
が
で
き
る
国
に
し
て
は

い
け
な
い
と
考
え
ま
す
。

安
倍
首
相
へ
の
手
紙
を
公
表
す
る
派
遣

村
等
な
ん
で
も
相
談
会
実
行
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
（
６
月
24
日

県
庁
）

生活保護受給者による安倍首相への手紙「制度
を改悪しないで下さい」の一部を紹介します

【66歳・女性】
今年の4月から生活保護を受給しています。受給す

るまで申し訳なさで決心がつきませんでした。不正
受給者はバッシングされて当然ですが、必死で生き
ている弱者をこれ以上いじめないで下さい。弱者に
対して優しさのある政治をお願いします。

【42歳・男性】
自分が生活保護を受けたのは、勤めていた会社が

倒産し、ハローワークに通っても定職が見つからず、
貯金が底をついたときでした。妻とは離婚し、子ど
もを1人育児しておりました。市役所の窓口で犯罪者
でも見るような目つきで「別れた妻に養ってもらえ、
別れた妻の再婚相手に養ってもらえ」など人間とは
思えない言葉を投げつけられました。心が折れ辞退
と考えましたが、子どもにご飯を食べさせることも
できません。 アベノミクスと騒いでおりますが、
私たちには全く関係なく恩恵が感じられません。1部
の人にしかメリットがないようなかんじです。孤立
死や餓死者が出たら、安倍首相、あなたの責任です。

【30歳・女性】
私は父からの家庭内暴力で精神的に具合が悪くな

り、通院中です。なんとか生活していますが、これ
以上、保護費を減らされたり扶養義務などが厳しく
されると、私のような人たちが苦しむことになりま
す。どうか助けて下さい。

６
月
定
例
会
の
最
終
日
の
７

月
３
日
、
渡
辺
県
議
は
23
議
案

中
「
県
税
条
例
の
一
部
改
正
」

１
議
案
に
反
対
し
ま
し
た
。

条
例
改
正
は
国
の
地
方
税
法

改
正
に
と
も
な
う
条
例
改
正
で

「
上
場
株
式
等
の
損
益
通
算
で
、

富
裕
層
の
優
遇
措
置
」
が
含
ま

れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
反
対
討

論
を
し
ま
し
た
。



た
が
交
渉
は
難
航
し
て
い
ま
す
。

対
象
を
絞
る
東
京
電
力

委
員
会
で
渡
辺
県
議
は
「
現

状
は
」
と
質
問
。

加
藤
危
機
管
理
監
は
「
東
京

電
力
は
賠
償
の
対
象
を
限
定
し

て
い
る
。
県
と
し
て
は
納
得
で

き
な
い
」
と
の
認
識
を
示
し
ま

し
た
。

ま
た
「
交
渉
は
難
航
が
予
想

さ
れ
る
。
支
払
い
を
受
け
る
た

め
対
象
項
目
を
分
け
る
精
査
を

行
っ
て
い
る
。
東
電
が
対
象
外

と
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
粘
り
強
く
交
渉
を
継

続
す
る
」
と
決
意
が
示
さ
れ
ま

６
月
24
日
、
予
算
特
別
委
員

会
で
渡
辺
ゆ
り
子
県
議
は
、
原

発
事
故
に
よ
り
山
形
県
が
こ
う

む
っ
た
損
害
の
賠
償
請
求
に
つ

い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

渡
辺
県
議
の
質
問(

昨
年
３

月
）
で
、
県
は
東
京
電
力
に
５

億
６
千
万
円
の
賠
償
請
求(

22

年
度
23
年
度
分
）
を
行
い
ま
し

県
は
７
月
の
記
録
的
大
雨

に
よ
り
住
家
が
全
壊
、
半
壊

し
た
世
帯
に
災
害
見
舞
金
を

支
給
す
る
方
針
で
す
。

全
壊
世
帯
に
20
万
円
、
半

壊
10
万
円
支
給
と
な
り
ま
す
。

財
源
は
予
備
費
で
、
対
象
は

10
世
帯
で
す
（
継
続
調
査
中
）
。

本
来
で
あ
れ
ば
全
壊
で
最

大
３
０
０
万
円
が
支
給
さ
れ

る
「
被
災
者
生
活
再
建
支
援

法
」
が
あ
り
ま
す
が
、
国
の

要
件
が
厳
し
く
、
県
内
で
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
政
権

の
被
災
者
支
援
策
が
問
わ
れ

ま
す
。

県
議
会
は
８
月
26
日
、
災

害
対
応
予
算
と
県
職
員
ら
の

給
与
削
減
の
た
め
臨
時
議
会

を
１
日
間
、
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
大
雨
で
住
宅
の
宅

地
内
に
流
入
し
た
土
砂
や
災

害
廃
棄
物
の
処
理
運
搬
費
用

が
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
県
は
１
千
万
円
の
独
自

予
算
を
補
正
予
算
に
盛
り
込

み
ま
し
た
。

渡
辺
県
議
は
８
月
補
正
予

算
案
に
賛
成
し
、
給
与
削
減

条
例
案
に
は
反
対
し
ま
し
た
。

7月18日、山形市本沢川 山形市は本沢地
区の住民に避難勧告を発令 写真は本沢
橋から上流を眺望 一部家屋で床上浸水

8月6日、鶴岡市大網地区 大雨は鶴岡市
にも被害 住宅の裏の森が突如数十ｍに
わたって崩落 住民「今後の雨が不安」

６
月
定
例
会
に
「
リ
ト
ル
福

島
避
難
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

(

代
表･

佐
藤
洋
）
か
ら
提
出
さ

れ
た
「
原
発
事
故
・
子
ど
も
被

災
者
支
援
法
」
の
早
期
具
体
化

を
求
め
る
」
請
願
が
、
７
月
３

日
、
全
会
一
致
で
採
択
。
国
へ

意
見
書
提
出
と
な
り
ま
し
た
。

請
願
は
、
未
策
定
と
な
っ
て

い
る
被
災
者
支
援
基
本
方
針
の

策
定
と
避
難
者
の
十
分
な
意
見

の
反
映
を
求
め
る
も
の
で
す
。

渡
辺
県
議
・
共
産
党
を
含
む

各
会
派
７
人
が
紹
介
議
員
と
な
っ

た
請
願
で
し
た
。

し
た
。

渡
辺
県
議
は
「
費
用
は
現
在

も
か
か
り
、
こ
れ
か
ら
も
続
く
。

し
っ
か
り
請
求
を
」
と
訴
え
ま

し
た
。
６
月
定
例
会
補
正
予
算

で
自
生
山
菜
の
検
査
体
制
強
化

費
用
の
７
７
０
万
円
が
計
上
さ

れ
ま
し
た
。

7月22日、白鷹町役場(左から佐藤町長、野
村副町長、渡辺県議) 佐藤町長「被害が
大きく全容掴めない。激甚災害の指定を」

7月24日、西川浄水場 村山広域水道水
の給水停止を受け西川の浄水場へ 職
員「濁度が一時3000度に」と説明

8月6日、県庁 渡辺県議らが7月記録的
豪雨に関し吉村知事に「激甚災害の指
定を」「災害救助法、被災者生活再建
支援法の活用を」など緊急要望

7月22日、白鷹町貝生地区 近くの
貝生川が決壊し、水田に土砂が矢
印の方向から流入している様子

7月24日、西川町取水場 寒河江川にあ
る取水施設（矢印） 寒河江川が濁っ
ている様子

8月6日、鶴岡市羽黒 藤島川が氾濫 豚舎
が２棟全壊(手前がその跡）豚200頭余り
が死んだり行方不明 社長「一度助けた
豚が2度目の雨で流された。工事を早く」

討論する渡辺ゆり子県議

（7月3日、本会議）

1.避難者借上住宅の長期延長を
2.日本海病院独法化に伴う県職員引上げ
状況と大量採用について
3.看護需給計画の需給ギャップが大きい。
もっと支援を
4.介護労働「専門職としての位置づけを」
5.県立庄内海浜自然公園計画未策定
と風力発電計画について

特に2,3は病院独法化の影響で看護師不
足に拍車がかかったことが分かりました。
県では看護師不足の対策を講じています
が更なる対策が必要と考えます。

その他に予算特別委員会で取り上げた質問

7月19日、山形市本沢川 渡辺県議が
本沢川付近の住民と懇談 住民「川
に砂利が溜まっている取れないか」

7月22日、白鷹町貝生地区 豪雨により家
の裏の沢が氾濫 家屋に土砂が流入 住
民「このあり様を見て行ってください」

県
が
こ
う
む
っ
た
損
害

し
っ
か
り
請
求
を

７月の記録的豪雨により、行方不明１人、軽傷者３人、全壊３棟、半壊７棟、
一部損壊含め４６３棟が被害を受けるなど県内各地で発生しました。渡辺県議
は各地の被害の聞き取り調査を行いました。その一部をご報告します。


